
 

   社会貢献型「自動販売機」設置趣意書   
 

 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 日頃より社会福祉事業へのご理解、ご支援をいただき感謝申し上げます。 

 さて、昭和 49年に誕生した社会福祉法人 沖縄市社会福祉協議会（社協）は、

沖縄市での社会福祉に関する活動を活性化することにより、地域福祉の推進を

図る事を目的とした民間の福祉団体です。 

 当会では、お中元・お歳暮の時期に食料のおすそ分けを頂き、食べ物を得る

ことが難しい世帯やこどもを支援する団体へ提供する「フードバンク事業」や

子育ての悩みや課題を共有し、学びあうことができる「子育て・親育ちサポー

ト事業」、地域住民や民間事業者等と連携し、高齢者等の見守り・ネットワーク

を構築する「地域見守りネットワーク事業」など、さまざまな地域福祉活動を

展開しております。 

 これらの事業は、地域住民や企業のみなさまからの会費や、赤い羽根協共同

募金などの寄付により実施されていますが、昨今の経済不況等の影響によりこ

れらの善意のご協力が年々減少する傾向にあります。 

 そこで、社協の地域福祉活動にご協力をお願いする機会として、自動販売機

の売り上げの一部を寄付できる「社会貢献型自動販売機」の設置事業を、沖縄

市社会福祉協議会とアサヒオリオン飲料株式会社と協同で実施しております。 

 つきましては、趣旨をおくみ取りいただき、設置についてご協力をいただき

ますようお願い申し上げます。 
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